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南九州自動車道の橋桁が橋座より落下して、桁上部の突出部でかろうじて引っか
かったという被害。九州自動車道の八代JCTの北東部で道路などが座屈した被害が
あった。この二つについて考察した。

考察結果は、現地調査によりそれを裏付けるものが多く見つかると思われます。
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南九州自動車道/八代JCT九州自動車道への流入路橋桁の落橋
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南九州自動車道/八代JCT九州自動車道への流入路橋桁の落橋
南九州自動車道の八代JCTで九
州自動車道への流入路において
橋桁の落橋（落座）が見られる。

高欄も引っ張られている。開く
方向で移動したと理解できる。

鋼桁の端部は、支承部で橋座か
ら外れ、落橋（落座）したが、
端部上方の桁上方端部でかろう
じて引っかかった。特に対策は
なされていなかったと判断され
るのでラッキーと言える。

また、この落橋した高架橋の下
には墓地があり、墓石、とくに
竿石の転倒は見られず、ここで
の震度は震度6弱未満だと判断
しました。その程度の揺れでは、
高速道路は大丈夫なはずです。

そういう観点からも地震地表断
層のずれ変位が、この被害を生
んだ地震作用だと思います。
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南九州自動車道/八代JCT九州自動車道への流入路橋桁の落橋

高速道路の橋、2橋が引っ張り状態
で落橋した。

日奈久断層の極近傍である。日奈久
断層は右ずれ断層であるので、断層
を右傾きで横切っているので、高速
道路は引っ張りのセンスとなる。
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九州自動車道/八代IC北東部の橋台における
道路座屈・ガードレール座屈・橋桁押し込み・橋桁端部座屈

橋台胸壁上方での道路座屈・ガード
レール座屈は強烈な圧縮状態にある
ことがわかる。

デッキより下方では橋台に向かった
橋桁の押し込みがあり、橋の鋼桁桁
端部が座屈しているのがわかる。第
1橋脚近傍の地面には亀裂が見られ
たが、断層運動と関係があるものと
思われる。

地震地表断層と高速道のクロスの仕
方で圧縮か引っ張りかが決まります。
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3D7ZwXE4r3t5U
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九州自動車道/八代IC北東部の橋台における橋桁押し込み

橋台における道路座屈・ガードレー
ル座屈・橋桁押し込み・橋桁端部座
屈が見られた箇所は、左図の赤丸部
分。

日奈久断層帯の地震地表断層が、こ
の橋台付近で高速道路と斜めに交差
していたとすると、右横ずれ断層で
あることから、高速道路が圧縮状態
にあるためには、地表地震断層は高
速道路の圧縮部周辺を横切った可能
性が高い。
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九州自動車道/八代IC北東部の橋台における橋桁押し込み

地表地震断層の動きを右横ずれ断層だと
仮定すると、高速道路との斜め交差する
状況で圧縮状態か引張状態かが変わる。

道路座屈・桁押し込み座屈地点では圧縮
状態、桁落下地点では引張状態である。

桁落下地点の真下の墓地では墓石の転倒
は、空からの映像で見る限り認められな
いことから震度6弱未満だと判断される。

すなわち、この二つの高速道の被害は、
地表地震断層に起因するものと推定され
る。
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